
 

※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。 
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お伝えしたいポイント 

・ RBA は政策金利を 1.5％に据え置き 

・ 基調インフレ率は 2％を下回って推移 

・ 豪ドルは中国の景気動向に左右されやすい展開 

 

 

＜RBA は政策金利を 1.5％に据え置き＞

2019 年 2 月 5 日（現地、以下同様）、RBA（オーストラ

リア準備銀行）は市場予想通り、政策金利を 1.5％に据

え置くことを決定しました。RBA は 2016 年 8 月の利下げ

を 後に、2 年半にわたって政策金利を据え置いていま

す。声明文の金融政策方針を記した 終段落は 2018

年の 初の会合以降一言一句同じで、具体的には、低

金利がオーストラリア経済を下支えしていること、失業

率の低下とインフレ率の目標への回帰が緩やかながら

も見込まれることを記しています。また、金融政策姿勢

を維持することが持続的な経済成長ならびにインフレ目

標の達成と整合的であるとも述べられています。 

2019 年 1 月に開催された FOMC（米国連邦公開市場

委員会）では、世界経済の減速や金融市場の引き締ま

り、ならびにインフレ圧力の弱まりを理由に、従来の利

上げの方針が様子見姿勢に転じただけに、RBA の判断

が注目されていました。RBA は個人消費の見通しと諸

都市での住宅価格の下落の影響に係る不確実性を指

摘し、オーストラリア経済の下振れリスクの高まりを認め

ました。しかし、設備投資、公共投資に下支えられ、

2019 年は 3％近傍、2020 年はそれをやや下回る程度で、

安定的な経済成長を続けるとの見通しを示しました。両

年とも 3.25％であった 3 カ月前の見通しからはやや下方

修正していますが、当面の金融政策方針の変更を必要

とする経済環境ではないとの RBA の判断です。 

 

《政策金利の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《実質 GDP 成長率の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア金融政策（2019 年 2 月） 

～景気の下振れリスクの高まりに言及も、金融政策方針は不変～ 
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当資料のお取り扱いにおけるご注意 

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、各種

の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意

見等は当資料作成時点のものであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、また今後予告なく変更されることがあります。■当資料中における運用実績等は、過去の

実績および結果を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のため

に掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。 

販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託 フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） HP https://www.daiwa-am.co.jp/ 
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※基調とは、消費者物価指数を構成する品目のうち比較的価格変

動が大きい品目を除外して計算したトリム平均値と、価格変動の大

きい順に品目を並べた際、ウェイトを考慮した上で真ん中にあたる

品目の価格上昇率を示した加重中央値との平均です。

RBAのインフレ目標（＋2～3％）

＜基調インフレ率は 2％を下回って推移＞ 

雇用情勢は堅調で、3 カ月前と同様、RBA の見通しで

は失業率は現在の5％から2020年には4.75％へ低下し、

その過程で緩やかな賃金の上昇が継続するとされてい

ます。 

しかし、インフレが目立って加速する状況ではありま

せん。実際、2018 年 10-12 月期の消費者物価指数は総

合で前年同期比 1.8％、基調で同 1.75％の上昇にとどま

り、RBA のインフレ目標である 2～3％の下限を下回り

ました。特に、基調インフレ率は2016年1-3月期以降恒

常的に 2％を下回っています。2019 年の基調インフレ率

については 2％と、3 カ月前の 2.25％から下方修正され

ています。2020 年については 2.25％の見通しです。 

《消費者物価指数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜豪ドルは中国の景気動向に左右されやすい展開＞

RBA が景気、物価見通しをやや下方修正したとはい

え、オーストラリア経済は他国と比較して安定的に推移

しています。RBA は当面政策金利を据え置くと見込まれ

るため、債券金利は引き続き米国連れの展開が予想さ

れます。米国では当面の追加利上げの可能性が後退し、

債券金利は昨年 11 月以降大幅に低下しましたが、株価

の反発とともに、この一カ月は下げ止まっています。こ

のため、オーストラリアの 10 年国債利回りも現在の 2％

台前半で当面推移しそうです。 

こうした環境下、豪ドルは米国の金融政策、中国経済、

市場のリスクセンチメントなど、外部要因に左右されや

すい展開が続くと考えます。米国の金融政策について

は、利上げ打ち止めも市場で取り沙汰されており、米ド

ル安豪ドル高要因として働きそうです。また、オーストラ

リアにとって 大の貿易相手国である中国の景気動向

も豪ドルの当面の値動きを左右しそうです。実際、 近

の豪ドルは中国の株式相場との相関が強まっています。

景気下支えを目的とした中国の積極的な金融・財政政

策が中国経済の安定と市場のリスクセンチメントの改善

をもたらせば、豪ドルの持続的な反発が期待できます。 

                              以上 

 

《国債金利の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《上海総合指数と為替の推移》 
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